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中國中古(魏 苦南北朝階唐)佛 教研究 において、今取 り組 むべき課題 は何だろ うか。

それ は、社會的階層や宗派等の枠組み によって断片化 された研究か ら脱却することだ

と考 える。研究史を概括す ると、おお よそ二十世紀前半は、中國思想史では特 に注繹

書や論書 を中心 とした佛教受容及び三教論孚 の研究、中國佛教史では特 に各王朝 にお

ける興亡史、及び唐宋 の視黒占か ら遡 って見た宗派 の形成史の研究 に重鮎 が置 かれてき

た。いずれの場合 も教理學的 ・史學的研究が主流 とな り、三教 ・宗派 ・王朝 に厘切 ら

れた研究 が大勢 を占めていたのである。 この ような状況が出來 した一因は資料的制約

にあった。

その後、二十世紀後半 に入 ると敦焼爲本の研究 が深 ま り、資料的状況 に大きな攣化

が生 じた。特 に近年、石刻資料や敦焼 ・トル ファンの出土資料、及び 日本の古爲本の

整理 ・公 開が進 み、 『敦捏秘笈』(二 〇〇九)等 の圖版の他 にも、例 えばIDP(國 際敦

煙プ ロジェク ト)が ウェブ上で公開す るといった ことによ り、新出資料 を用いた研究

が活況 を呈 している。 しか し新 出資料 の研究 もや は り既存 の路線 に沿い、各資料 を分

析 して從來の枠組みへ と分類 ・帰属 させ る傾 向が績いている。

先行研究 において主流であった教理學的 ・史學 的研究は、知識人 による教理上 の論

孚、皇帝 による擁護 ・弾墜 といった、 ごく一握 りの層 に焦黒占を當てる傾 向が強 く、宗

派 ・王朝等の枠組みの中では研究 を大 きく深化 させてきたが、時代全膿 を連績的に捉

える視野が不足 していた。また近年進む新出資料の整理 ・公開 と利便性の向上により、

從來の資料的制約 は打破 しうると期待できるものの、唐代爲本が相當敷残存する反面、

六朝期、特 に南朝 の爲本は信頼 し うる傳存作例が極めて僅少であ り、資料不足 を全面

的に補 うことはできない。 このような問題 を解決す るために、次の三黒占によるアプロー

チが有効 である と考 える。

一、琿定 ・捨身 ・爲経 などの實践方法、その思想的構造 を解明す る

限 られ た層 を封象 とした断片的研究か ら脱却す る鍵 となるのは、時代 ・王朝 を横断

してよ り廣い層 によって行われ た實践修行 に目を向けることである。近年では例 えば

諏訪義純氏(『 中國南朝佛教史の研究』、法藏館、一九九八)、 船 山徹氏(「 六朝時代 に

おける菩薩戒 の受容過程」、『東方學報』京都第六七冊、一九九五)に よる六朝期 を中

心 とした戒律 の研究があるが、 さらに暉定 ・捨身 ・爲経 といった角度か ら槍討 を進め

ることが必須 である。

二、中國古來 の傳統思想及び道教思想の中か ら關連 ・近似す る要素 を導 き出す
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從來の佛教受容や三教論孚の研究 は、一見す ると儒 ・佛 ・道 の思想 を包括 して論 じ

ているかのよ うである。 しか し多 くの場合、佛教受容 については「中國化」や 「誤解」、

また三教論孚 については各派の封立 とい う構圖が基調 とされ、連績的視野の獲得 を難

しくさせ ている。そこで中國傳統思想 ・道教思想 から關連 ・近似す る要素 を抽出 し、

それ らが佛教思想 と如何 に融合 したか、 とい う観黒占か ら考察す る。

三、佛教文献全腱 を活用 し、かつ他分野の資料 をも牧集す る

これまで研究封象の主流であった注繹書 ・論孚書や、新出資料 のみに依 ってい ると、

特に六朝期の研究 が疎か にされ がちにな り、また一、二のアプローチ を實現す ること

が困難である。從って、佛教文献 内では 目録書、類書、総集、僧傳、露験記 といった、

從來 は往 々にして補助的材料 とされていた文献 を活用す るとともに、佛教文献以外の

歴史書や書書論 といった他分野 の資料 をも牧集す ることが不可欠である。

これ らの視黒占を基調 として行 った研究が、 この 『中國中古の實践佛教』である。實

践修行及 び中國傳統思想 ・道教思想 との關連 の解 明によって、從來は断片化 されがち

であった中古の佛教 を一つの流れ として把握す ることカ＼ 本研究 の大 きな 目的である。

そこで具膿的には、琿定の中で佛の姿 を観 るとい う観念念佛 と、現代 日本 においても

馴染みのある爲経 を取 りあげた。本研究 は全五章 からな り、第一章 は観念念佛、第二

章か ら第五章 は爲経の角度か らの考察である。時代的には東音か ら唐末 までを主たる

考察 の封象 とし、一部 で 日本の奈良 ・平安期 についても論及す る。

第一章 「佛教圖像 と山水書 盧 山慧遠 「佛影銘」と宗柄 「書山水序」をめ ぐって 」

では、東吾の名僧 である慧遠 と弟子 の宗柄 については、從來の研究 では儒佛論孚 での

影響關係 の検討 に終始 していた。そこで本章 では宗柄 の山水書論 を活用 し、實践修行

である観念念佛が中國傳統 の感鷹の思想 によって支 えられ、その構造が宗柄 の山水書

鑑賞 ・制作論 の中に組み込 まれ ていることを明らかにした。

そもそもは現在 のアフガニスタン東部 にあるナガラハーラに繹迦 が姿 を壁 に残 した

とい う佛影窟 が存在 し、その話 を耳にした慧遠が、それ に模 して佛影 を描いた籠室 を

盧山に造螢 した。慧遠 「佛影銘」や その他の琿定 に關す る記述 か ら明らかにした よう

に、慧遠 とその周邊の人々による観念念佛の實修 は、中國古來の思想である 「感鷹」

に支 えられてお り、實修の際 には佛陀の圖像 が鷹現 を引き起 こす端緒の役割 を果 たし

た。 このよ うな修行は、弟子である宗柄 によって東吾期盧 山か ら劉宋期荊州へ と傳 え

られ、 さらには孫 の宗測 にも受 け緩 がれ、齊梁期荊州佛教 の形成 を促 した。また、宗

柄は山水 を浄土 とオーヴァー ラップ させ、山水 をも観念念佛の修行 の場 とみなしてい

た。宗柄 の山水書論に見 られ る制作論 ・観賞論 は、観念念佛の構造 を取 りいれ理論化

したものであ り、この ことは彼 の思想の融和性の高 さを表 してい ると言 える。

本研究 の中ではこの第一章が最 も早い時期 を取 り扱 う。南朝 に焦鮎 を當て、地域的

には盧山から荊州、時期的には東音から梁の間の連績性 を、観念念佛の縫承、及び書

論への展 開によって解 明した。
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第二章 「六朝階唐期 の佛典書爲 をめぐる思想的考察」か らは爲経 をテーマ とし、ま

ず大乗経典中の爲経に關す る記述 と、六朝階唐期 の僧傳 ・塞験記類 に見 られる逸話 を

用いて、中古全謄 を通貫す る思想的基調 を明 らかにした。

大乗経典の中で爲経 は功徳 を積むための重要な修行 とされ、特 に 『法華経』 に明瞭

なように、書爲 された経巻 は供養 ・崇拝 の封象 とされ た。また経巻 を書爲 して人に與

えることは法施 と位置づ けられ た。この思想 をもとにして、六朝階唐期 においては、

爲経 の功徳 による病氣 ・地獄等 の苦 しみか らの救濟、及び聖性 を備 えた経巻による火

災 ・水難時の奇跡 の逸話等が多敷生み出 されたのである。経典爲本 による救濟 ・奇跡

の獲現は、経典が本來備 える聖典 としての地位 に加 えて、書爲 ・受持す る者 の心身雨

面の清洋性 を根接 とす る。精神面では 「感鷹」思想 に基づいて強 く純粋 な誓願 が重視

され、肉膿面 では齋戒沐浴、香 の多用、書爲專用 の場 ・道具が要求 され た。 この よう

なメカニズムによって物神崇拝 の如 く経巻 を神聖化す る思想は、 さらに儒教経典 『孝

経』にも波及 していた。

本章は第三章か ら第五章、及び今後の研究 のための基礎 となる一章である。敦捏爲

本の墜倒的多敷 を占めるのは佛典爲本 であ り、それ らが當時の思想的文脈の中で有 し

ていた意味 を明確 に論讃す る本論文 は、個別 の爲本 を封象 とする研究 にバ ックグラウ

ン ドを提供す るものでもある。

第三章 「金字経の思想 的系譜 一 中國六朝期か ら日本平安期 まで 」では通常の紙墨

とは異なる些 か特殊な形態 の経巻、金字経(金 泥 で書爲 した経巻)を 取 りあげた。從

來金字経 は 日本の作例 を中心 として 日本美術史、 日本佛教史等 の中で取 り扱われ、 日

本に先立 って中國で作成が開始 されていたことや、その思想的意味づ けの展 開につい

てはまとまった考察がなされて こなかった。そこで本章は、北魏か ら梁 ・陳 ・階、そ

して 日本 の奈 良 ・平安期 に到 る視野のもとで考察 した。

文献上 で確認できる限 りでは、金字経作成 の歴史は北魏宗室に始 まる。そもそもは

聖典や王侯に相鷹 しい装飾であったが、その後、梁武帝薫術が金経による講義を行い、

『般若経』中の薩陀波脊、曇無蜴の本生諦 を再現す るとい う意味 を附與 した。 さらに

南嶽慧思 は末法思想 と彌勒信仰 の高ま りの中で、薫術 の意圖を緩承 しつつ、中國傳統

の金玉のイメージを淵源 として、石経 と同じ佛法不滅 の象徴の意義 をも與 え、智顕へ

と緩承 させたのである。 この縫承關係は、都 における皇帝 の行爲が、當時南北朝 の境

界近 くに在った慧思によって展 開し、後 には南嶽衡 山と天台山に傳 えられた ことを意

味す る。そして階唐以後、中國において金字経が作 られ績 けた一方 で、 日本 でも少な

くとも聖武天皇の時には金字経作成 が始 まった。また鑑眞、最澄 によって中國作成の

金字経がもた らされた。慧思 によって附與 された不滅 の経巻 とい う意味づ けが 日本 に

も緩承 された ことは、末法思想 が興隆 した平安期、経塚の流行 の中で金字経 が埋納 さ

れ、願文 に彌勒出世の願 いが記 されている鮎 から明らかである。経塚の最初 の例 であ

る藤原道長 には、中國天台 と日本天台 を介 した慧思の思想の直接的影響が考えられ る。
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以上のよ うに、本章 では金字経が本來備 えていた様 々な思想的意味 を解明 して、豊

かなイメージを附與 された経巻 であった ことを明 らかにし、軍 なる煙びやかな装飾経

と捉 えていた從來 の認識 を塗 り替 えた。

第四章 「血字経 の淵源 と意義」では、も う一種類の特殊形態 である血字経(血L液 で

書爲 した経巻)に 注 目し、それ が如何なる思想的な淵源 と意義 を有 していたのかを、

ジ ョン ・キーシュニ ック"BloodWritinginChineseBuddhism"(二 〇〇〇)を

代表 とす る先行研究 を踏まえて考察 した。

血液 による爲経 には、肉腱の痛みに耐 える苦行 ・肉腱の一部 を捧 げる捨身 とい う基

本的意義 があるのに加 えて、」血字経 が中國中世 において實践 された背景 には、實は當

時流行 していた本生諦 の影響が大 きい。先行研究 では血L字経 を説 く経典 の中で 『梵網

経』を最 も有力な出典 とす る見解 が主流 であった。 しかし 『梵網経』及 び 『梵網経』

が基づいた 『大般浬葉経』以外 の経論、すなわち 『大智度論』、『賢愚経』等では、全

て同一の筋書 の本生諦 の中で」血字経 を説いてい る。また」血字経 に言及す る記事の槍討

によって、それ らが」血字経 を本生諦 と捉 えて記述 していた ことが明 らかである。第三

章で論 じた 『般若経』中の本生謂の再現 と同様 に、血L字経 の實践 には繹迦の前世 の行

い を摸倣す るとい う意圖があったと考 えられる。また中國古來の傳統 として、血 は誠

意 ・忠心を象徴 してお り、書爲者の獲願 の眞實性 を増す ことにつながる。そ して服喪

時の追善爲経 としての血L経作成 には、父母への孝心 を表す 「哀殿」(死 者への哀悼の余

り肉膿 を衰弱 させ る)の 傳統が融合 してい る。

以上のよ うに、先行研究が典擦 として墨 げた経論の遺漏及び位置づ けの問題 に關し

て補足 と補正 を行い、血字経の作成 が本生謂 の摸倣であったことを論謹 した。また思

想的意味づ けについても、誠意 と孝 とい う中國古來の思想 との關連 を明 らかにした。

第五章 「爲本時代 における原稿 と定本 の境界 「正書」、 「正字」を中心に一」では、

第二章か ら第 四章 の思想的研究 とは角度 を変え、最後 に本章で文献學的側面について

考察 を行 った。爲本時代 にお ける書物の作成過程 は如何なるものだったのか、當時 に

おける 「書物」 と非 「書物」の境界線 は何庭 にあったのか、 とい う問題 をめ ぐって、

佛典書爲に關す る檬々な資料 を用いて、書膿 ・字膿の規範意識 を中心に考察してい く。

「正書」、 「正字」を主たるキー ワー ドとして、爲本の作成過程が彼 らの意識の中で ど

のように段階づ けられていたのかを検討 し、印刷 とい う基準では計 り得ない時代 の「書

物」 の概念の一端 をあぶ り出す ことを 目的 とした。

経典翻繹の過程 において、草稿ができた後 に行われ る 「正書」 は下書 きか ら定本へ

の攣わ り目となる。書謄名 としての 「正書」 は くず し書 きの草書 に封 して正 しく規範

的な書膿 を意味す る。いずれの場合 も 「正」 は 「草」 の持つ初歩的で粗 略なもの とい

う意味 と封立 し、内容 と書膿の爾面 を整 えて完成 させ ることを意味す る。 「正書」とは、

不特定多敷 に流布 させ るための公的な書膿であ り、現代の印刷物の書膿 に相當す るも

のと定義 し得 る。佛教、道教のいずれ においても、 「正書」に熟達す ることは爲経 と強
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く結びついていた。そ して佛教文献 における草書 の使用は、佛法 を滅亡に導 くもの と

して嚴 しく禁 じられた。また字膿の面でも 「正」が求め られ、 「正字」とい う職が設 け

られ、依接すべ き標準 となる字膿 としての 「正字」が定め られた。 「正書」が原稿 と定

稿の境 となるよ うに、異膿字 と俗字 を排除 して 「正字」で書爲す ることも一つの境界

線 を成す。書膿 ・字腱 の 「正」 は爲本 時代の書物 にとっての重要な韓換黙であった。

校正や推敲中に爲 しが流出 した事例 からは、草稿 と定稿の明瞭な匪別の意識 と、著者

による不認可 と認可 とい う作者 としての 自我意識 を見て とることができる。爲本時代

には草稿 も定本 も手書 きであ り、手書 きと印刷の ような大 きな断絶 はない。そこで雨

者の差異 を明瞭 にす る指標 となったのが 「正書」 と 「正字」であった。繹者、著者 と

して納得 し得 る完成 した定本 を作 り、それ を 「正字」 で 「正書」す ることによって、

原稿 は書物へ と攣貌 したのである。
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(論文審査の結果 の要旨)

これまでの魏吝南北朝階唐期 の佛教研究は、教理學的 ・史學的研究が主流 であ り、

三教 ・宗派 ・王朝 に厘切 られた研究 が大勢 を占めるなか、著者 は時代 を連績的 に捉 え

よ うとい う観点か ら、佛教 における實践、 とりわけ観佛 と爲経 とい う二鮎 に注 目して

考察 を行い、近年 の新 出土資料や古爲本 の整理が進んでいる とい う研究環境 を最大限

に利用 しつつ、中國佛教研究 に新たな一面 を切 り開こ うとす る意欲作である。

本研究 の重要な黒占は、上記のよ うな廣い視野 をもつ ことのみな らず、第一に、中國

思想史 とい うベース をもとに佛教の實践 を中國思想史の中に位置づけよ うと試みてい

ること、第二 に、從來 は美術史 において軍なる装飾 と見 られ ることが多かった金字等

の爲経 について、思想史の中での意味 を見いだしたことにある。 これ は、本研究 が、

中国佛教研究 に とどま らず、中國思想史、 さらには 日本 ・東洋美術史 にとっても重要

な知見 を示 した とい う黒占で特記すべきことである。

本研究 は五章 よ りなる。佛教 の實践の うち、観佛 をテーマ とす る第一章、爲経 を扱

う第二章以下に大 き く分 けられ るが、順次各章の内容 を概観 してお く。

第一章 では、宗柄の山水書論 を検討 し、實践修行である観念念佛 が中國傳統の感鷹

の思想 によって支 えられ、その構造 が宗柄の山水書鑑賞 ・制作論の中に組み込まれて

い ることを明 らかにす る。實修 の際には佛陀の圖像が鷹現 を引き起 こす端緒 の役割 を

果た し、 このよ うな修行が、東音期盧山か ら劉宋期荊州へ と傳 え られ、 さらに齊梁期

荊州佛教 の形成 を促 したことを明らかにす る。佛教史に封す る新たな知見 を示 したの

みな らず、山水壼理論史 にも一石 を投 じる貴重な指摘 を含む。

第二章 では、大乗経典の中で爲経 は功徳 を積むための重要な修行 とされ、特 に 『法

華経』 に明瞭 なように、書爲 された経巻 は供養 ・崇拝 の封象 とされ、経巻 を書爲 して

人に與 えることが法施 と位置づ けられた ことを確認 し、 この思想 をも とにして、六朝

階唐期 においては、爲経の功徳 による病氣 ・地獄等の苦 しみか らの救濟、及 び聖性 を

備 えた経巻 による火災 ・水難時の奇跡 の逸話等が多敷生み出された こと、経典爲本 に

よる救濟 ・奇跡 の襲現 は、経典 が本來備 える聖典 としての地位 に加 えて、書爲 ・受持

す る者の心身爾面 の清浮性 を根糠 とす ることを明 らかにす る。

第三章 では、通常の紙墨 とは異なる些か特殊な形態 の経巻、金字経(金 泥で書爲 し

た経巻)を 取 りあげる。從來金字経 は 日本の作例 を中心 に日本美術史 ・佛教史等 の中

で取 り扱われ、 日本に先立 って中國で作成が開始 され ていたことや、その思想的意味

づけについてはま とまった考察 がな され てこなかったが、本研究 は、金字経作成 の歴

史が北魏宗室 に始 ま り、そもそもは聖典や王侯 に相鷹 しい装飾 であったが、その後、

梁武帝薫術が金字経による講義 を行い、『般若経』中の本生諦 を再現す るとい う意味を

附與 し、 さらに南嶽慧思が末法思想 と彌勒信仰の高ま りの中で、薫術の意圖を緩承 し

つつ、中國傳統の金や玉のイメージを淵源 として、石経 と同じく佛法不滅の象徴 の意

義 をも與 え、智頻へ と縫承 させ たとい うことを明 らかにす る。本章 は本研究 の中でも
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特に重要な意義 をもつ章であ り、今後の爲経研究、あるいは美術史研究 に封 して とり

わけ大 きな寄与 をなした部分だ と評償できる。

第四章 では、 もう一種類 の特殊形態である一血字経(血L液で書爲 した経巻)に 注 目し、

それが如何なる思想的な淵源 と意義 を有 していたのかを考察する。血液 による爲経 に

は、捨身 とい う基本的意義があるのに加 えて、實 は當時流行 していた本生諦 の影響が

大 きく、第三章で論 じた 『般若経』中の本生諦の再現 と同様 に、血字経 の實践 には繹

迦の前世 の行い を摸倣す るとい う意圖があったことを明 らかにす る。またこれは中國

古來 の傳統 として、血 は誠意 ・忠心を象徴 してお り、書爲者の獲願 の眞實性 を増す こ

とにつなが り、服喪時の追善爲経 としての血字経作成 には、父母への孝心 を表す 「哀

殿」 の傳統が融合 してい ることも指摘 している。

第五章 では、佛典書爲 に關す る檬 々な資料 を用 いて、書膿 ・字膿 の規範意識 を中心

に、 「正書」、 「正字」を主たるキーワー ドとして、爲本 の作成過程が彼 らの意識の中で

どのよ うに段階づけられていたのかを検討 し、印刷 とい う基準では計 り得ない時代の

「書物」 の概念の一端 を明 らかにしている。

また、論文 の最後には、附録 として 「佛教文献書爲 關連資料集」 がつけられ、 これ

は著者が 『高僧傳』、『績高僧傳』、 『宋高僧傳』、 さらに 『弘明集』や 『廣弘明集』な ど

を通讃 したときの副産物であ り、極 めて有用 な資料集 となってい ることも付 け加 えて

お く。

以上、本研究は思想史 を自らの研究のベース に持つ著者 な らではのものであ り、ま

た現今のデータベース隆盛 の時代 にあって、丹念 に佛教文献 を讃み進めた著者の努力

の結果 として、創見に満ち、かつ着實なもの となってお り、論文全膿 を通 じて、原典

資料 を可能な限 り正確かつ緻密 に讃解 しよ うとす る態度 に溢れ、それ を高水準で實現

してい ると評償できる。

ただし、い くつか氣 になるところはある。まず、題名 に實践佛教 とうたいなが ら、

考察 され た封象が限られてい ること、また、爲経 の研究 を 「佛教」側か ら明 らかにし

よ うとしたのが大 きな功績であることは認め られ るが、逆 に金銅佛 な どの金 を使 った

別 の存在 にほ とん ど燭れ られていない こと、金泥爲経 に込 め られた不滅性の象徴的意

義 を述べ なが ら、一方 で同類の意識 が働 く石刻経典 との共通性や違いが必ず しも十分

検討 され なかったことなどがあげられ る。

しか しなが ら、それ は著者の これからの研究の進捗 によって解決 され てい く問題だ

と思われ、本論文 の贋値 を損な うものではない。

以上審査 した ところによ り、本論文は博士(文 學)の 學位論文 として償値 あるもの

と認め られる。なお、2013年2.月22日 、調査委員三名が論文内容 とそれ に關連す る事

柄について口頭試 問を行った結果、合格 と認めた。
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